
調査方法など

対　象 ①平成７年４月１日以前に生まれた市民の中から、3,000人を無作為抽出　②平成９年４月２日から12年４月１日まで
の間に生まれた市民の中から、1,000人を無作為抽出　③転入・転出届の提出者

方　法 ①②郵送による発送・回収（無記名）　③市窓口にて配布、その場で記入・回収（無記名）
期　間 ①②７月10日〜24日　③６月１日〜７月24日

回収状況 ①配布数：3,000人　有効回答数：991人　回答率：33.0％
②配布数：1,000人　有効回答数：258人　回答率：25.8％　③転入：33人　転出：38人

市では、緊急の課題でもある人口減少対策、雇用促進、
経済の活性化などへ迅速に対応するため「旭市総合

戦略」の策定に取り組んでいます。策定に当って市民アン
ケートと転入者・転出者へのアンケートを実施し、結果を
とりまとめましたので概要を公表します（一部、平成22年
８月に実施した前回市民アンケートとの比較あり）。また
市ホームページで、より詳細な結果を掲載しています。

　このアンケートは、市民の理想とする「まちづくり」「ひ
とづくり」「しごとづくり」について、市民のさまざまな意
見を収集・分析し、旭市総合戦略策定のための基礎資料と
することを目的としています。

新たなまちづくりに向けて

旭市総合戦略策定のための「市民アンケート」
結果を公表

問い合わせ先
企画政策課企画調整班（☎62-5307）

１．住みよさ
【問】総合的に見て、旭市は住みよいまちだと思いますか。
⇒「非常に住みよい」が10.1％、「まあまあ住みよい」が64.5％となっており、全体の74.6％が住みよいまちであ
ると答えています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に住みよい まあまあ住みよい やや住みにくい 非常に住みにくい どちらともいえない 無回答分からない

前回調査
（H22）

今回調査
（H27） 10.1%

10.4% 69.8% 13.7%

64.5% 10.7% 3.5% 8.0%

1.3% 1.9%

2.0%

2.8%

1.3%

2.8%

２．定住意向
【問】これからもずっと旭市に住み続けたいと思いますか。
⇒「ずっと住み続けたい」が47.9％、「当分は住み続けたい」が30.5％となっており、全体の78.4％がこのまま住
み続けたいと答えています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい 市内で転居したい 市外へ転出したい 分からない 無回答

前回調査
（H22）

今回調査
（H27） 47.9% 30.5%

51.9% 28.8% 4.6%

2.4%

12.7%4.1%

2.3%

2.4% 1.0%

11.3%
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旭中央病院の充実

職員数の適正化・職員の能力向上

市道の整備

地域間連絡道路の整備

防犯体制の充実

排水路の整備

不法投棄の監視体制の強化

企業誘致の推進

次世代の育成・支援

コミュニティバスなどの運行

介護予防の推進

農業後継者の育成

行政組織の効率的な運営

生活排水処理施設の整備

シティーセールス（注 1）の推進

ごみの減量化・資源化の推進

障害者の支援

健康づくりの推進

公園の整備

観光・交流拠点の整備

バリアフリーの推進

公共施設の在り方の推進

交流イベントの充実・観光客の誘致

旭中央病院へのアクセス道路の整備

情報公開の推進

農業基盤の整備

畜産環境の整備

上水道の整備

商業後継者の育成

図書館の整備

ボランティア・ＮＰＯ（注 2）への支援

保育所の改築

生涯学習センターの整備

交流施設の整備

そのほか

無回答
0% 10% 20% 30% 40% 50%

35.1%
36.8%

33.9%
40.5%

33.5%
31.9%

30.0%
29.9%

27.1%
27.0%
25.8%
27.1%
24.5%
29.2%

24.3%
25.3%

23.9%
28.5%

22.7%
21.6%
22.0%
24.7%
20.2%
24.5%

19.3%
20.7%
18.1%
20.5%

18.1%

18.0%
27.6%

17.4%
20.3%

16.5%
18.6%
15.1%
17.8%

14.5%
13.6%

13.9%
23.3%

13.8%

13.2%
11.4%

12.7%
23.4%

11.5%
15.4%

10.9%
13.2%
9.8%
12.0%

8.9%
9.6%
8.9%
9.0%
8.5%
10.1%
7.5%
11.7%
7.4%
11.2%

7.0%
6.6%

3.3%
3.7%
4.3%
6.0%

1.9%
0.8%

今回調査（H27）
前回調査（H22）

３．優先すべき施策
【問】優先的に実施してほしいと思うことは何ですか。
⇒「旭中央病院の充実」が35.1％で最も高く、次いで「職員数の適正化・職員の能力向上」が33.9％、「市道の整備」
が33.5％となっています。

「旭市総合戦略策定のための市民アンケート」結果

注1）�シティーセールス：「まちを売り込
む」ことであり、都市としての魅力
を地域内外へ効果的にアピールする
ことで「人・モノ・お金・情報」を呼
び込み、都市を活性化し持続的に発
展させようとする方策。

注2）�ＮＰＯ：市民が主体となって継続的、
自発的に社会貢献活動を行う営利を
目的としない団体。
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注）�ワークライフバランス：働く全ての人々が「仕事」と育児や介護、趣味や学習、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」との調和を取り、そ
の両方を充実させる働き方・生き方。

４．人口増加・定住促進
【問】「人口を増やす」ため、また「人口の流出を防ぐ（定住促進）」ために必要だと思うことは何ですか。
⇒「雇用の拡大」が55.5％で最も高く、次いで「医療・福祉の充実」が41.6％、「子育て支援」が38.1％となってい
ます。

５．結婚（晩婚化・未婚化対策）
【問】「晩婚化・未婚化」が進むのを「抑制」するために、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。
⇒「子育てに係かる経済的負担の軽減」が53.0％で最も高く、次いで「仕事と家庭生活の両立支援」が46.6％、「出
会いの場の提供などの結婚支援」が34.4％、「若者の就業への支援」が32.6％となっています。

６．雇用促進対策
【問】「雇用促進」のために必要だと思うことは何ですか。
⇒「賃金などの労働条件改善」が47.8％で最も高く、次いで「魅力ある雇用の場の創出」が45.7％、「女性の再就職
支援」が32.7％となっています。

注）�インターンシップ：学生が企業などにおいて実習・研修的な就業体験をする制度。

賃金などの労働条件改善
魅力ある雇用の場の創出

女性の再就職支援
求人を拡大する企業への補助
就職に有利な資格の取得支援

就職情報の提供
就労体験、インターンシップ（注）の充実

職業相談体制の充実
職業訓練機会の充実

子ども向け職業体験や職業観の醸成
就職活動に関する講座やセミナーの開催

合同説明会の開催
そのほか
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

47.8%
45.7%

32.7%
27.7%

23.6%
23.1%

14.1%
13.2%

9.3%
9.1%

5.0%
4.8%

1.6%
5.0%

雇用の拡大
医療・福祉の充実

子育て支援
産業の振興

買い物など日常生活の利便性向上
ワークライフバランス（注）の充実

移住・定住の促進
教育環境の充実

街並みなど住環境の整備
地域資源の活用

そのほか
無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

55.5%

41.6%

38.1%
30.9%

29.6%

28.2%

13.9%

12.2%

11.2%
5.3%

2.1%

3.3%

子育てに係かる経済的負担の軽減
仕事と家庭生活の両立支援

出会いの場の提供などの結婚支援
若者の就業への支援

社会全体で若者の自立や子育てを支援する意識づくり
子育てに係かる精神的、肉体的負担の軽減

大学教育費用の負担軽減
結婚の意義やメリットについての啓発

そのほか
無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

53.0%

46.6%

34.4%

32.6%

25.5%

22.1%

21.5%

15.8%

2.4%

4.5%
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８．就職希望業種（若者世代対象）
【問】将来、あなたが就職を希望する業種は何ですか。
⇒「医療、福祉（保育園含む）」が32.2％で最も高く、次いで「公務員」が27.1％、「教育、学習支援業（幼稚園含む）」

が21.3％となっています。

７．就職希望地域（若者世代対象）
【問】就職を希望する「地域」はどこですか。
⇒「旭市内」が31.0％で最も高く、次いで「東京都」が21.3％、「どこでもよい」が17.4％となっています。

【問】なぜ、旭市に転入されましたか。
⇒転入理由は、「本人・身内の事情」が

97.0％となっています。

９．転入理由（転入者・転出者対象） 10．転出理由など（転入者・転出者対象）
【問】旭市での居住年数は何年ですか。なぜ、旭市を転出され
ますか。
⇒「5年未満」が44.7％で最も高く、次いで「20年以上」が 

26.3％、「5年以上10年未満」が18.4％となっています。
　転出理由は、「本人・身内の事情」が86.8％となっています。

医療、福祉（保育園含む）
公務員

教育、学習支援業（幼稚園含む）
情報通信業（IT 関連）

製造業
宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業（理容、美容など）、娯楽業
学術研究、専門・技術サービス

卸売業、小売業
建設業

農林水産業
電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業、郵便業
金融業、保険業

複合サービス業（農業協同組合など）
不動産業、物品賃貸業（レンタカーなど）

鉱業・採石業・砂利採取業
そのほか
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

10.9%

32.2%
27.1%

21.3%
11.2%

10.1%
9.3%

6.6%
5.4%
4.7%

3.1%
2.7%
2.3%
2.3%
1.9%

1.2%
0.8%

13.2%
1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旭市内 匝瑳市 銚子市 香取市 成田市 千葉市 茨城県 東京都 関東圏 そのほか どこでもよい 無回答

第１希望

第２希望

第３希望

31.0%

6.2%

7.0% 5.8% 7.4% 13.2% 10.9% 4.3% 8.1% 7.0% 7.4% 26.0%

14.0% 8.1% 9.7% 15.9% 11.6% 10.5% 19.4%

5.0% 7.8% 7.4%

3.1%

17.4%21.3%

1.2%

1.2%

2.3% 0.8%

1.2% 1.6%0.8%

1.6% 0.8% 1.2% 2.3%

【居住年数】 【転出理由】

5年未満
44.7%

5年以上 10年未満 18.4%
10年以上
15年未満 5.3%

15年以上
20年未満

2.6%

20年以上
26.3%

無回答
2.6%

無回答
5.3%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

86.8%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

86.8%

それ以外
7.9%

それ以外
3.0%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

97.0%

本人・身内の事情
（進学・結婚・就職など）

97.0%

「旭市総合戦略策定のための市民アンケート」結果
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